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1　は　じ　め　に

溶出が地温のみに依存する被覆尿素（商品名LPコート）

の開発により，前報のような追肥省略稲作の可能性が生ま

れた。しかし本肥料は生育全期にわたり微量に窒素を供給

し続けるため，従来の生育時期別追肥とは思想が異なる。し

たがって水稲草型も従来の施肥体系とは異なるため，品種．土

壌別の検討が必要となる。本報では岩手県南部沖積土壌で

のササニシキに対し施肥法を変えて検討した結果を述べる。

2　賦　験　方　法

試験場所：岩手農試県南分場6号田（褐色低地土）

蓑1　試験区の構成

恥　　 区　 名
基 肥 （匂／10〃）

追　　　 肥

N　　 P 2 0 5　K 2 0

1． 慣 行 施 肥 区 4　　 10　　 8 硫 安 N 2 （－15 日）

2． L P 全層 区 5．4　 10　　 8 ナ　 シ

3． L P 側 条 区 5．4　 10　　 8 ナ　 シ

4． L P 表面 区 5．4　 10　　　 8 ナ　 シ

注．1）Nn2～4はLP拉配973号（9－17－13）使

用。これはLPlOO態N57．6％含有。従って基
肥N5．4句のうち速効性N2．3軌　LP態N3．1

句／10〃。
2）恥4表面区は移植後の5月15日に表面散布。

表2　生育調査

耕種概要

1）播種：昭和59年4月19日，乾籾200g／箱

2）土壌改良資材：牛厩肥1．2i，珪カル120毎／10〃

（毎年）

3）移植：　5月Il日（クボタNSR5LSDF使用）

20．5株／ガ

4）追肥時期：　7月25日（硫安）

5）収穫日：　9月26日（慣行日），10月4日（LP区）

3　試　験　結　果

LPlOO態N57．6％を含む粒状配合肥料を用い，慣行施

肥量の1割滅肥分（5．4秒N／10α）を基肥とし追肥を省略

した。施肥法は代掻前散布の全層，移植同時施肥の側条．

田植後散布の表面の3種類とした。

LP区の茎数は慣行区に比し初期は少なめだが．7月以

降逆転し，有効茎歩合も高く最終穂数は1～2割増加した。

草丈は8月以降高温時の伸びが大きく倒伏も大きかった。

LP区の収量調査は慣行区の1週間後刈取区について表

3に示した。全量，わら垂が大きく籾／わら比はやや低下

するが，精玄米収量は慣行区の6～11％増となった。ただ

し，しいな．屑米垂も多く，楕玄米の検査等級はやや低下

した。施肥法別収量は側条＞表面＞全層の順となった。

構成要素では穂数，一穂及び総籾数が増加し，豊熟歩合

は低下している。表は省略するが慣行区と同時期刈取区で

は豊熟歩合低下が更に大きく，ほぼ慣行区並の精玄米収量

恥　 区 名
草 丈 （用 ） 茎 数 （本／ガ ） 出穂 期

（月．日 ）

梓 長 穂 良 倒伏 度 ＊

6 ／5 6 ／1 5 7 ／10 6 ／5 6 ／1 5 7 ／10 8 ／2 9 8 ／2 9 9 ／2 5

1． 慣　 行 20 27 5 3 12 1 3 7 8 7 9 9 8．6 7 8 1 9 0．5

2． 全　 層 2 1 2 7 5 5 1 20 3 5 5 8 7 9 8 ．6 8 3 19 0．8

3． 側　 条 2 0 2 7 55 9 4 2 94 9 0 8 8 ．8 8 7 19 2．8

4． 表　 面 16 2 5 5 2 92 1 95 76 8 8．7 8 8 19 2．5

往．＊5段階
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表3　収鼻調査

仙　 区 名
全　 垂　 わ ら重　 精 粗 垂 籾 ／わ ら 精玄 米 垂 同左比 しい な　 屑　 米

検 査 等 級
（吻／10〃） 比 （旬／10 〃） （％） （辱／1帥 ）

1． 慣　 行 1．307　　 547　　　 724 1．3． 575 10 0 6　　　 10 1．上 一 中

2． 全　 膚 1，487　　 657　　　 796 1，2 60 8 10 6 13　　　　 33 1．上 －　 2．下

3． 側　 条 1，602　　 692　　　 851 1．2 64 1 11 1 2 1　　　　 35 1．下 －　 2．上

4． 表　 面 1．553　　 658　　　 826 1．3 62 7 10 9 16　　　　 36 1．中 一 下

表4　収量構成要素

恥　 区 名 有効茎歩合 穂　 数
一徳籾数

登熟歩合 戚当 り概数＊ 千位垂 理 論収盛 事実収との差

（％） （本／戚） （％） 総　 籾 登熱籾 （ダ） （匂／10。） （％）

1． 慣　 行 50 396 74 90 29 26 22 567 － 1

2． 全　 層 53 468 79 78 37 29 21 600 － 1

3， 側　 灸 53 483 87 70 4 2 29 21 626 － 2

4． 表　 面 59 456 7 9 80 37 30 21 633 ＋ 1

監　事：×1，000拉
＊＊：理論収量＝ガ当り絵籾数×登熟歩合×千粒垂

ただし，構成要素は四捨五入しないデータで計算した。

表5　窒素含有率（％）の推移

6 月 26 日 7 月 10 日 L　　 8 月 10 日

薫 】 茎 彙 l 茎　 L　葉 茎 穂 費
4 ，5 2 ．1 2．3 0 ．9 1．7 0 ．4 0 ．9 0 ．9 0 ．3

4 ．6 2 ．1 3 ．1 1 ．0 2 ．1 0 ．5 1．0 1 ．1 0 ．4

5 ，0 2 ．4 3 ．4 1．5 2．1 0 ．5 0 ．9 1 ．2

1 ．3

0 ．3

0 ．4

裏6　窒素吸収量　　　　（材10〃）

Nn　 区 名 6 ／27 7／10 8 ／10 9 ／18

1． 慣　 行 3 4 6 8

2．． 全　 層 3 5 8 1 1

3． 側 条

4． 表 面

4 6 8 1 1

10

となっている。

LP区水稲窒素濃度はいずれの処理区も慣行区より高め

に経過した。また窒素吸収量は7月以降に慣行区との差が

増大する傾向がみられた。憐軌加里もほぼ同様の傾向と

なった。

4　　考　　　　察

供試圃場は毎年堆肥，珪カルを施用している肥沃な沖較

水田であり，かなりの地力N放出が見込まれるためササニ

シキでは基肥N4毎十戒分期追肥N2吻／10〝が慣行となっ

ている。LPはその1割減のN5．4匂／100で無追肥処理に

もかかわらず生育全期を通してN濃度が高く吸収量も施肥

のほぼ倍量となった。N濃度と吸収量はLP区の方がむし

ろササニシキ600辱取りの生育量に近い。これは微量のN

放出が水稲根の活性を高め，地力Nの吸収を促進した結果

と思われる。

土壌中NH4－Nのデータは省略したが慣行区もLP区

も7月初めには1昭を切ることよりみて．最高分けつ期以

降のLP区のN吸収増は水稲根圏での肥料の溶出一根での

吸収が速やかに行われた結果とみられる。

ササニシキは－「腹に分けつは多いが過剰となりやすく，

逆に有効茎及び豊熟歩合の低下により増収が難しい品種で

ある。LP区は初期茎数を少なく抑え，有効茎歩合を高め

るには効果が認められたが3．5万校以上の籾数ではやはり

登熟歩合は低下している。慣行区と同時期刈では更に登熟

歩合が低下するため．成熟期の遅れに見合った刈取が必要

とされる。又速効性Nとの配合割合も更に検討を要する。

施肥法別収量は側条＞表面＞全層の順となり籾数の順と

一致した。表面施肥は初期生育が最低であることよりみて

LP肥料による草型推移は従来の常識とは大きく異なるこ

とが分る。また肥沃度の異なる圃場での検討も必要である。

5　　ま　　と　　め

被覆尿素入り肥料による追肥省略稲作を沖積田のササニ

シキを対象として検討し，以下の結果を得た。

LPlOO基肥施用による追肥省略は可能であった。生育

の特徴は初期抑制，後期旺盛型であり，生育全般に窒素濃

度が高く．出穂及び成熟期が遅れることである。施肥法に

よる収量差は側条＞表面＞全層の順であった。
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